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AI による
放射線治療計画支援サービス

アイラト株式会社

がん治療 AI×



2020年～2040年

がんになる人は 50% 増加

50%
放射線治療

2引用元 World Cancer Report 2020.pdf p.34 1.3 Transitions in human development and the global cancer burden https://gco.iarc.fr/tomorrow/en/about

※2020年に推定された年齢別罹患率に2040年の予想人口を乗じて算出

手術と放射線治療の治療効果は同等となってきている



要望

高品質な治療計画を高速で作成したい。
※16施設の医療機関を対象としたヒアリング結果

がん治療 × AI DX化
がん治療のど真ん中のAI化に挑む

・身体へメス入れずに治療できて患者への負担が少なく、しかも体の機能を維持
できる、部位によっては外科手術と同じくらい治療効果が望める放射線治療を
もっと広めたい

・さらにその放射線治療の負担をさらに改善するのが我々のサービスです。



特開2020-178935

特開2020-185160

開発目標 (最終製品のイメージ）

2時間→ 3分 3時間→ 15分 1時間→ 1分



放射線治療業務支援サービス(AIVOT)

オートコンツーリング だれでもgood plan

ワンクリックで安全性検証

20分で実施 (94%効率化)

計画用CT画像撮影 治療実施

2時間→ 3分 3時間→ 15分

1時間→ 1分



https://youtu.be/boPfu2tOtSA?si=Wm2Gd_ZUMoK1FpCS

https://youtu.be/boPfu2tOtSA?si=Wm2Gd_ZUMoK1FpCS


肺癌頭頚部癌

前立腺癌 子宮頸癌





課題：IMRTを用いた肺癌の定位放射線治療（ピンポイント照射）に対応していない

• 小さい肺癌にピンポイントで照射する最も難易度が高い放射線治療手法
の定位放射線治療（ピンポイント照射）でAI治療計画が可能であるか

本事業で実証したい仮説

定位放射線治療（ピンポイント照射）をリードしてきたの
は日本であり、今も日本が世界をリードしている（健康保
険が使える治療も日本が世界初）

https://www.wakayama-med.jrc.or.jp/webmagazine/detail.php?seq=209

その活動を中心となって行ってきたのが山梨大学の大西洋
教授であり、定位放射線治療用 山梨AIモデル を社会実装で
きれば、世界的なAI技術として確立できる可能性が高い。

36300円 日本の放射線治療のバイブル



一つでも多くのがんを治し、
患者ではなく生活者として生きられる世界へ
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